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と
し
て
は
長
野
県
の
半
分
を
占
め
る
大
き

さ
で
あ
る
。
ワ
イ
ン
以
外
に
ジ
ュ
ー
ス
類

も
生
産
し
て
い
る
。
年
間
売
上
高
は
35
億

円
。日

本
ワ
イ
ン
の
生
産
規
模
は
全
国
２
位

で
あ
る
（
１
位
は
北
海
道
ワ
イ
ン
２
５
０

万
本
）。
輸
入
原
料
を
使
用
し
て
い
る
点

で
は
、
メ
ル
シ
ャ
ン
や
サ
ン
ト
リ
ー
な
ど

大
手
資
本
と
同
じ
製
品
構
造
で
あ
る
が
、

日
本
ワ
イ
ン
の
比
重
の
大
き
さ
が
違
う
。

サ
ン
ト
リ
ー
や
メ
ル
シ
ャ
ン
は
日
本
ワ

イ
ン
の
比
重
は
１
％
程
度
で
あ
り
（
輸
入

原
料
の
国
産
ワ
イ
ン
が
多
く
、
日
本
ワ
イ

ン
は
両
社
と
も
60
万
～
70
万
本
）、ス
テ
ー

タ
ス
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
日
本
ワ
イ
ン
を
生

産
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
が
、
ア
ル
プ
ス

は
３
分
の
１
が
日
本
ワ
イ
ン
で
あ
り
、
事

業
の
根
幹
を
成
す
。
し
た
が
っ
て
、
日
本

ワ
イ
ン
事
業
で
企
業
の
収
益
が
成
り
立
つ

よ
う
に
、「
生
産
性
向
上
」
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
小
規
模
の
ブ
テ
ィ
ッ
ク
ワ
イ
ナ

リ
ー
や
大
手
資
本
と
の
違
い
だ
。

大
規
模
生
産
の
優
位
性（
規
模
の
利
益
）

を
活
か
し
て
、
手
頃
な
価
格
で
ワ
イ
ン
を

提
供
し
、
誰
で
も
が
楽
し
め
る
ワ
イ
ン
造

り
を
目
指
し
て
い
る
。
高
級
ワ
イ
ン
を
造

れ
る
と
い
う
自
己
満
足
型
で
は
な
く
、
消

費
者
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
て
い
る
会
社

の
経
営
方
針
が
見
え
る
。

こ
れ
だ
け
大
規
模
に
日
本
ワ
イ
ン
を
造

る
と
、
経
営
戦
略
上
の
最
大
の
課
題
は
原

塩
尻
に
㈱
ア
ル
プ
ス（
矢
ヶ
崎
学
社
長
）

を
訪
ね
て
、
日
本
の
ワ
イ
ン
産
業
に
つ
い

て
描
い
て
い
た
絵
が
一
変
し
た
。
頭
の
中

を
再
構
成
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
。
次
々

と
新
規
参
入
す
る
小
規
模
ブ
テ
ィ
ッ
ク
ワ

イ
ナ
リ
ー
と
は
全
く
違
う
。
ア
ル
プ
ス
の

矢
ヶ
崎
社
長
は
ビ
ジ
ネ
ス
志
向
が
強
く
、

発
想
は
「
突
き
抜
け
て
い
る
」。

ア
ル
プ
ス
ワ
イ
ン
の
生
産
規
模
は
大
き

い
。
国
産
ブ
ド
ウ
１
０
０
％
の
日
本
ワ
イ

ン
１
２
０
万
本
、
輸
入
濃
縮
果
汁
を
原
料

と
し
た
国
内
製
造
ワ
イ
ン
２
２
０
万
本
、

輸
入
ワ
イ
ン
10
万
本
、
合
計
３
５
０
万
本

で
あ
る
（
表
１
参
照
）。
ワ
イ
ン
生
産
量
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叶 芳和

２
０
０
０
円
を
切
る
ワ
イ
ン
造
り
を
目
指
し
て
い
る
。「
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
ワ
イ
ン
を
造
る
」
た
め
だ
。
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
、
生
産
性
重
視
の
経
営
で
あ
り
、
水
田
地
帯
に
広
が
る
大
規
模
ヴ
ィ
ン
ヤ
ー
ド
も
目
を
見
張
る
。
輸
入
果
汁
を
使

っ
た
国
産
ワ
イ
ン
も
消
費
者
志
向
だ
。
矢
ヶ
崎
社
長
「
市
場
の
５
％
し
か
占
め
な
い
分
野
だ
け
議
論
す
る
の
は
お
か
し
い
」

水
田
地
帯
に
大
規
模
な
ブ
ド
ウ
畑

消
費
者
志
向
で
生
産
性
を
追
求

㈱
ア
ル
プ
ス
（
長
野
県
塩
尻
市
）

日
本
ワ
イ
ン
比
較
優
位
産
業
論
　
現
地
ル
ポ
　
第
16
回

農業は農業は

になった！になった！

先進国型産業

36
１

大
規
模
生
産
に
よ
る
地
域
貢
献

―
―
値
ご
ろ
感
の
あ
る
ワ
イ
ン
生
産
で
経
営
発
展
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農業は先進国型産業になった！
日本ワイン比較優位産業論　現地ルポ　第16 回
水田地帯に大規模なブドウ畑 消費者志向で生産性を追求36

料
ブ
ド
ウ
の
調
達
で
あ
ろ
う
。
ア
ル
プ
ス

の
ブ
ド
ウ
使
用
量
は
約
１
２
０
０
ｔ
で
あ

る
が
、自
社
畑
（
47​

ha
）
か
ら
３
５
０
ｔ
、

県
内
の
契
約
栽
培
農
家
（
３
９
０
軒
）
か

ら
９
０
０
ｔ
調
達
し
て
い
る
。（
契
約
栽

培
は
従
来
品
種
、
自
社
畑
は
欧
州
系
品
種

と
い
う
分
担
）。

自
社
畑
を
見
に
行
く
と
、
水
田
地
帯
に

広
々
と
し
た
ヴ
ィ
ン
ヤ
ー
ド
が
広
が
っ
て

い
る
。
作
業
効
率
が
高
い
だ
ろ
う
な
と
、

誰
で
も
思
う
よ
う
な
ブ
ド
ウ
畑
だ
。
こ
の

自
社
畑
の
開
発
は
２
０
０
８
年
で
あ
る
。

こ
れ
を
契
機
に
、ア
ル
プ
ス
は
ワ
イ
ン
メ
ー

カ
ー
と
し
て
の
地
歩
を
固
め
て
い
っ
た
。

ア
ル
プ
ス
は
１
９
２
７
年
（
昭
和
２

年
）、
ア
ル
プ
ス
葡
萄
酒
醸
造
所
と
し
て

創
業
し
た
。業
界
で
は
老
舗
で
あ
る
。矢
ヶ

崎
学
社
長
（
１
９
６
３
年
生
）
は
５
代
目

で
あ
る
（
社
長
就
任
は
２
０
１
３
年
）。

同
社
は
ワ
イ
ン
か
ら
始
ま
っ
て
い
る

が
、
２
０
０
０
年
代
初
め
ま
で
は
ジ
ュ
ー

ス
生
産
で
潤
っ
て
い
た
。
時
代
の
変
化
を

と
ら
え
、
ジ
ュ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
か
ら
ワ
イ

ン
メ
ー
カ
ー
へ
の
転
換
が
、
新
し
い
発
展

の
礎
を
つ
く
っ
た
と
い
え
よ
う
。
矢
ヶ
崎

社
長
の
発
想
が
「
突
き
抜
け
て
い
る
」
と

い
う
印
象
を
持
っ
た
の
は
、
50
歳
で
社
長

就
任
し
た
若
々
し
さ
も
あ
る
の
か
も
し
れ

な
い
。

従
業
員
数
95
名
。
塩
尻
の
地
を
守
る
た

め
、
消
費
者
志
向
こ
そ
ビ
ジ
ネ
ス
の
根
本

と
い
う
哲
学
の
も
と
、
経
営
発
展
を
追
求

す
る
企
業
家
で
あ
る
。
Ｊ
Ｒ
塩
尻
駅
の
上

に
ア
ル
プ
ス
ワ
イ
ン
の
看
板
広
告
が
目
立

つ
（
写
真
参
照
）。「
公
共
」
の
建
物
を
独

占
し
て
い
る
。「
ア
イ
・
ラ
ブ 

塩
尻
」か「
塩

尻
は
俺
の
も
の
」
か
。
気
に
な
る
存
在
で

あ
る
。

塩
尻
市
桔
梗
ヶ
原
の
西
側
の
裾
を
奈
良

井
川
が
流
れ
、川
の
左
岸
の
水
田
地
帯（
今

は
畑
作
）
に
広
々
と
し
た
ブ
ド
ウ
畑
が
広

が
っ
て
い
る
。
こ
の
一
帯
が
ア
ル
プ
ス
の

自
社
畑
で
あ
る
。
本
社
工
場
（
醸
造
場
）

か
ら
車
で
約
10
分
の
距
離
で
あ
る
。

山
梨
勝
沼
と
は
光
景
が
違
う
。
２
ha
区

画
の
大
型
圃
場
が
並
び
、
し
か
も
平
坦
地

で
あ
り
、作
業
効
率
の
高
さ
を
想
わ
せ
る
。

ア
ル
プ
ス
は
こ
こ
に
30​

ha
の
ブ
ド
ウ
畑
を

持
っ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
西
側
の
段
丘

に
10​

ha
、
東
山
に
７
ha
、
合
計
47​

ha
の
自

社
畑
を
持
っ
て
い
る
。

ブ
ド
ウ
の
生
育
に
適
し
た
テ
ロ
ワ
ー
ル   

こ
の
桔
梗
ヶ
原
～
太
田
地
区
は
、
良
質

2

平
地
大
規
模
ヴ
ィ
ン
ヤ
ー
ド
の
メ
リ
ッ
ト

―
―
農
園
の
機
械
化
で
４
割
省
力
化

の
ブ
ド
ウ
が
穫
れ
る
。
雨
は
ブ
ド
ウ
栽
培

の
大
敵
で
あ
る
が
、
こ
こ
は
降
雨
量
が
少

な
い
。
生
育
期
間
４
～
10
月
の
平
均
降
水

量
（
月
平
均
）
は
１
１
８
㎜
（
松
本
今
井

観
測
所
）で
、全
国
平
均（
東
京
１
６
６
㎜
）

に
比
べ
大
幅
に
少
な
い
。
山
梨
県
勝
沼
１

２
１
㎜
よ
り
も
少
な
い
。（
表
２
参
照
）。

日
照
時
間
が
長
く
、
ブ
ド
ウ
の
糖
度
や

酸
度
が
高
ま
り
、
美
味
し
い
ブ
ド
ウ
が
穫

れ
る
。
４
～
10
月
の
日
照
時
間（
月
平
均
）

は
１
７
９
時
間
も
あ
り
、
こ
れ
も
東
京
の

１
４
８
時
間
に
比
べ
大
幅
に
長
い
。
勝
沼

１
７
４
時
間
よ
り
も
長
い
。

収
穫
期
は
昼
夜
の
温
度
差
が
大
き
い
。

朝
晩
冷
え
込
む
気
温
低
下
で
糖
度
が
高
ま

り
、
ブ
ド
ウ
の
着
色
も
良
く
な
る
。
ま
た

十
分
な
酸
味
も
残
る
。
夜
間
の
気
温
が
低

下
す
る
と
植
物
の
呼
吸
量
が
少
な
く
昼
間

蓄
積
し
た
糖
度
の
消
耗
が
少
な
く
な
る
か

ら
だ
。
収
穫
期
９
～
10
月
の
昼
夜
寒
暖
差

（
平
均
）
は
10
・
３
℃
に
達
し
、
東
京
の

７
・
２
℃
よ
り
大
き
い
（
勝
沼
10
・
１
℃
）。

こ
の
よ
う
に
、桔
梗
ヶ
原
の
気
象
条
件
は
、

ワ
イ
ン
用
ブ
ド
ウ
に
ふ
さ
わ
し
い
生
育
が

可
能
に
な
る
。
内
陸
性
気
候
の
長
野
県
の

有
利
な
点
だ
。

ま
た
、
土
壌
の
条
件
が
良
い
。
桔
梗
ヶ

原
一
帯
は
火
山
灰
の
土
壌
で
あ
る
が
、
小

石
混
じ
り
の
礫
層
に
火
山
灰
が
堆
積
し
て

い
る
た
め
地
下
水
位
が
低
く
、
水
は
け
が

良
好
で
あ
る
。
ア
ル
プ
ス
の
自
社
畑
は
奈

良
井
川
の
河
川
敷
で
あ
り
、
水
田
時
代
の

表１：アルプスワインの製品構成（2019年）

注：�日本ワインの価格は主
力品ミュゼ・ド・ヴァ
ンの価格。なお、ワイ
ンのほか、ジュースや
ブランディも生産して
いる。

出所：㈱アルプスから筆者
ヒヤリングによる。

種類  生産規模 価格

日本ワイン 120万本 1400～1,900円

国産カジュアルワイン 220万本 600～1,100円

輸入ワイン 10万本 900～1,100円

　合計 350万本

塩尻駅にかかるアルプスの看板
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粘
土
質
の
心
土
を
破
砕
す
る
と
、
そ
の
下

は
大
き
な
石
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
た
土
地
で
、

水
は
け
が
良
い
土
壌
だ
。
こ
の
よ
う
に
、

こ
の
地
は
ブ
ド
ウ
栽
培
に
適
し
た
テ
ロ

ワ
ー
ル（
気
象
や
土
壌
な
ど
の
自
然
条
件
）

で
あ
る
。

耕
作
放
棄
地
を
活
用
し
て

大
型
圃
場
を
整
備

ア
ル
プ
ス
の
ワ
イ
ン
は
、
従
来
、
甘
口

ワ
イ
ン
で
、
ブ
ド
ウ
品
種
は
コ
ン
コ
ー
ド

や
ナ
イ
ヤ
ガ
ラ
で
、
契
約
栽
培
農
家
か
ら

ブ
ド
ウ
を
購
入
し
て
い
た
。
し
か
し
、
消

費
者
の
嗜
好
が
変
わ
り
、
欧
州
系
ブ
ド
ウ

品
種
が
必
要
に
な
っ
て
き
た
こ
と
と
、
生

産
農
家
の
減
少
で
ブ
ド
ウ
供
給
の
限
界
が

懸
念
さ
れ
て
き
た
の
で
、
２
０
０
８
年
、

農
業
生
産
法
人
ア
ル
プ
ス
フ
ァ
ー
ム
を
設

立
し
、
自
社
畑
を
持
つ
こ
と
に
し
た
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
水
田
地
帯
で
後
継

者
難
に
よ
る
離
農
が
増
え
、
耕
作
放
棄
地

が
発
生
し
て
い
た
。
そ
こ
を
購
入
し
、
分

散
作
圃
の
状
態
だ
っ
た
圃
場
を
統
合
し
、

２
ha
区
画
の
大
型
圃
場
に
整
備
し
た
。
元

は
キ
ャ
ベ
ツ
や
レ
タ
ス
畑
と
水
田
が
半
々

の
地
区
で
、
区
画
の
大
き
さ
も
バ
ラ
バ
ラ

の
耕
作
放
棄
地
を
大
規
模
な
ブ
ド
ウ
畑
に

転
換
し
た
の
で
あ
る
。
圃
場
区
画
が
大
き

い
の
で
、
作
業
効
率
が
高
く
、
規
模
の
利

益
も
大
き
い
。

こ
の
自
社
農
園
に
は
、
白
は
シ
ャ
ル
ド

ネ
、
ソ
ー
ヴ
ィ
ニ
ヨ
ン
ブ
ラ
ン
、
ピ
ノ
ブ

ラ
ン
、
赤
は
メ
ル
ロ
ー
、
カ
ベ
ル
ネ
ソ
ー

ヴ
ィ
ニ
ヨ
ン
、
カ
ベ
ル
ネ
フ
ラ
ン
、
ツ
バ

イ
ゲ
ル
ト
レ
ー
ベ
、
シ
ラ
ー
な
ど
、
欧
州

系
品
種
が
植
え
ら
れ
て
い
る
。
日
本
品
種

の
ブ
ラ
ッ
ク
ク
イ
ー
ン
も
あ
る
。

自
社
畑
の
開
発
が
、
同
社
の
経
営
発
展

を
画
し
た
の
で
は
な
い
か
。
ジ
ュ
ー
ス
屋

か
ら
大
規
模
ワ
イ
ナ
リ
ー
へ
の
転
換
で
あ

る
。
以
前
の
ワ
イ
ン
は
コ
ン
コ
ー
ド
や
ナ

イ
ヤ
ガ
ラ
な
ど
日
本
品
種
が
主
体
で
あ

り
、
契
約
栽
培
農
家
か
ら
調
達
し
て
い
た

が
、
自
社
農
園
の
創
設
で
欧
州
系
品
種
が

加
わ
り
、
ワ
イ
ン
メ
ー
カ
ー
と
し
て
の
地

歩
が
固
ま
っ
た
。
塩
尻
地
区
は
古
く
か
ら

米
国
系
日
本
品
種
の
比
重
が
大
き
く
、
全

国
平
均
か
ら
見
て
も
欧
州
系
品
種
の
導
入

が
遅
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
世
界
で
好
か

れ
伸
び
て
い
る
欧
州
系
に
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ

プ
し
た
。

大
幅
な
省
力
化
を
実
現

農
園
作
業
の
機
械
化

ブ
ド
ウ
畑
は
レ
イ
ン
プ
ロ
テ
ク
シ
ョ
ン

（
雨
除
け
ビ
ニ
ー
ル
）
が
設
置
さ
れ
、
ブ

ド
ウ
品
質
の
向
上
に
役
立
っ
て
い
る
。
防

鳥
ネ
ッ
ト
も
あ
る
。
ま
た
、
農
園
管
理
は

摘
芯
、
誘
引
、
防
除
、
除
草
、
そ
れ
か
ら

除
葉
作
業
等
を
短
期
間
の
う
ち
に
実
施
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
農
園
は
機
械
化

が
進
ん
で
い
る
。

そ
の
中
で
も
除
葉
は
高
品
質
な
ブ
ド
ウ

を
収
穫
す
る
た
め
に
は
必
須
の
作
業
で
あ

る
が
、Leaf Stripper

（
除
葉
機
）
を
導

入
し
て
い
る
。
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー
の
先
端

に
リ
ー
フ
カ
ッ
タ
ー
を
取
り
つ
け
、
ブ
ド

ウ
の
垣
根
に
沿
っ
て
走
行
す
る
こ
と
に
よ

り
房
回
り
の
葉
を
除
去
で
き
る
優
れ
も
の

だ
。
従
来
は
垣
根
バ
サ
ミ
を
使
い
手
作
業

で
行
な
っ
て
い
た
た
め
多
大
な
労
力
と
時

間
が
か
か
っ
て
い
た
が
、
大
幅
に
省
力
化

で
き
た
。

除
草
は
全
体
の
作
業
の
２
割
位
か
か
る

が
、
こ
れ
も
セ
ン
サ
ー
を
活
用
し
、
作
業

時
間
を
短
縮
化
し
た
。

機
械
化
で
、
単
位
面
積
当
た
り
作
業
時

間
は
３
～
４
割
減
っ
た
と
い
う
。

ナ
イ
ト
ハ
ー
ベ
ス
ト
で

香
り
の
高
い
ブ
ド
ウ
を
収
穫

白
ワ
イ
ン
用
の
シ
ャ
ル
ド
ネ
と
ソ
ー

ヴ
ィ
ニ
ヨ
ン
ブ
ラ
ン
の
２
品
種
は
一
部

（
約
２
ｔ
）、
ナ
イ
ト
ハ
ー
ベ
ス
ト
（
夜
明

け
前
収
穫
）
で
あ
る
。
陽
が
昇
る
前
に
収

穫
す
る
（
３
時
～
６
時
半
）。
香
り
が
違​

う
。
香
り
は
光
合
成
が
起
き
る
前
に
消
え

る
の
で
、
夜
明
け
前
に
収
穫
し
香
り
の
高

い
ブ
ド
ウ
を
穫
っ
て
い
る
。

ナ
イ
ト
ハ
ー
ベ
ス
ト
し
た
ブ
ド
ウ
を
使

用
し
た
ワ
イ
ン
は
香
り
が
高
く
、
果
実
味

と
酸
味
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
い
の
で
、
高
価

で
売
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
シ
ャ
ル
ド
ネ

種
を
使
っ
た
ワ
イ
ン
の
価
格
は
、
松
本
平

シ
ャ
ル
ド
ネ
が
１
６
５
０
円
で
あ
る
の
に

対
し
、
自
社
農
園
産
の
塩
尻
シ
ャ
ル
ド
ネ

は
２
７
０
０
円
、
自
社
農
園
で
ナ
イ
ト

ハ
ー
ベ
ス
ト
し
た
桔
梗
ヶ
原
シ
ャ
ル
ド
ネ

は
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
ワ
イ
ン
に
使
わ
れ
、

４
０
０
０
円
で
あ
る
（
Ｍ
ｄ
Ｖ
エ
ト
ワ
ー

ル
）。ま

た
、
日
本
ワ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
２
０

１
９
で
は
、
ナ
イ
ト
ハ
ー
ベ
ス
ト
し
た

ソ
ー
ヴ
ィ
ニ
ヨ
ン
ブ
ラ
ン
種
を
使
用
し
た

ワ
イ
ン
が
「
金
賞
・
部
門
最
高
賞
」
を
受

賞
し
た
。

表２ ：気象条件の比較（生育期間４～ 10月、昼夜の寒暖差は９～ 10月）

松本今井 上田 勝沼 余市 東京

降水量（㎜） 118.1 101.5 121.3 99.0 165.5 

平均気温（℃） 17.8 18.4 19.9 14.6 20.7 

日最高気温（℃） 22.2 22.9 24.5 18.9 24.2 

日最低気温（℃） 11.9 12.6 14.4 8.4 17.0 

昼夜の寒暖差（℃） 10.3 10.3 10.1 10.5 7.2 

日照時間（時間） 179.0 182.1 173.7 169.9 148.2 

注：気象庁データ、1981 ～ 2010年平均。
　　塩尻桔梗ヶ原に一番近い気象観測所は松本今井。松本今井は2003 ～ 2010年平均。なお、日照時間は松本。
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低
コ
ス
ト
を
支
え
る
仕
組
み

―
―
ブ
ド
ウ
品
種
選
択
か
ら
工
程
管
理
ま
で

メ
ル
ロ
ー
は
高
級
赤
ワ
イ
ン
の
原
料
と

な
る
が
、
塩
尻
桔
梗
ヶ
原
は
メ
ル
ロ
ー
の

特
産
地
で
あ
る
。
日
本
で
初
め
て
メ
ル

ロ
ー
の
栽
培
研
究
を
推
進
し
根
付
か
せ

て
き
た
の
は
桔
梗
ヶ
原
で
あ
り
（
拙
稿
、

現
地
ル
ポ
「
五
一
わ
い
ん
論
」、
本
誌
19

年
12
月
号
参
照
）、
栽
培
面
積
も
欧
州
系

品
種
の
中
で
一
番
多
い
。
塩
尻
は
メ
ル

ロ
ー
に
強
い
比
較
優
位
が
あ
る
と
言
っ
て​

よ
い
。

ア
ル
プ
ス
フ
ァ
ー
ム
も
、
メ
ル
ロ
ー
栽

培
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
し
か

し
、
矢
ヶ
崎
社
長
は
「
ブ
ラ
ッ
ク
ク
イ
ー

ン
」に
格
別
の
思
い
入
れ
が
あ
る
よ
う
だ
。

ブ
ラ
ッ
ク
ク
イ
ー
ン
は
生
産
性
が
高
い
か

ら
だ
。

生
産
性
の
高
い
品
種
で

低
コ
ス
ト
ワ
イ
ン
を
製
造

メ
ル
ロ
ー
の
単
収
は
10
ａ
当
た
り
８
０

０
㎏
か
ら
１
ｔ
程
度
（
欧
州
系
は
同
じ
）、

棚
栽
培
の
ブ
ラ
ッ
ク
ク
イ
ー
ン
は
２
倍
以

上
の
２
～
２
・
５
ｔ
で
あ
る
。

ブ
ラ
ッ
ク
ク
イ
ー
ン
（
日
本
品
種
）
は

も
と
も
と
は
生
食
用
で
、
農
家
に
と
っ
て

は
売
り
先
が
な
い
品
種
で
あ
っ
た
が
、
松

本
平
に
残
っ
て
い
た
の
を
見
つ
け
て
、
ア

ル
プ
ス
の
ワ
イ
ン
用
に
使
う
こ
と
に
し

た
。
タ
ン
ニ
ン
は
そ
ん
な
に
な
く
、
渋
く

な
い
が
甘
く
も
な
く
、
コ
ン
コ
ー
ド
と
メ

ル
ロ
ー
の
中
間
、
欧
州
系
に
近
い
が
日
本

独
自
の
味
が
す
る
品
種
で
あ
る
。

日
本
で
生
ま
れ
た
品
種
で
あ
り
、
塩
尻

の
気
候
に
合
っ
て
い
る
。
メ
ル
ロ
ー
は
塩

尻
が
全
国
一
の
産
地
で
あ
る
が
、
欧
州
系

で
ハ
ン
デ
ィ
が
あ
る
。
１
ha
当
た
り
単
収

は
メ
ル
ロ
ー
は
８
～
10
ｔ
で
あ
る
。
こ
れ

に
対
し
、
ブ
ラ
ッ
ク
ク
イ
ー
ン
は
20
～
25

ｔ
で
あ
る
。
価
格
は
メ
ル
ロ
ー
の
３
分
の

２
程
度
で
あ
る
が
、
単
収
が
高
い
の
で
、

１
ha
当
た
り
の
収
入
は
メ
ル
ロ
ー
の
２
倍

近
く
に
な
る
。

ま
た
、
日
本
品
種
で
日
本
の
風
土
に

合
っ
て
お
り
、
病
気
が
少
な
く
、
農
薬
使

用
量
も
半
分
で
済
み
、
年
に
よ
る
バ
ラ
ツ

キ
も
少
な
い
。
収
量
の
高
さ
に
加
え
、
栽

培
管
理
コ
ス
ト
が
安
い
の
で
、
ワ
イ
ン
価

格
を
安
く
で
き
る
。
実
際
、
ブ
ラ
ッ
ク
ク

イ
ー
ン
で
造
る
ア
ル
プ
ス
ワ
イ
ン
の
価
格

は
１
５
０
０
円
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、

単
収
の
少
な
い
メ
ル
ロ
ー
は
２
０
０
０
円

だ
（
業
界
相
場
は
３
０
０
０
円
に
な
る
）

（
注
）。

矢
ヶ
崎
社
長
「
ワ
イ
ン
は
店
頭
で
の
消

費
者
価
格
が
２
０
０
０
円
切
る
と
売
れ
行

き
が
良
い
。
圧
倒
的
に
売
れ
て
い
る
。
ブ

ラ
ッ
ク
ク
イ
ー
ン
は
１
５
０
０
円
な
の

で
、
ワ
ン
ブ
ラ
ン
ド
10
万
本
以
上
売
れ

る
」。
こ
の
よ
う
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
観
点

か
ら
す
れ
ば
、
生
産
性
の
高
い
ブ
ラ
ッ
ク

ク
イ
ー
ン
は
有
利
で
あ
る
。
社
長
の
ブ

ラ
ッ
ク
ク
イ
ー
ン
に
対
す
る
思
い
入
れ
の

理
由
が
分
か
る
。

矢
ヶ
崎
社
長
は
消
費
者
第
一
主
義
で
あ

る
。「
商
売
と
い
う
の
は
、
本
来
、
お
客

様
を
頭
に
置
く
べ
き
」「
う
ち
の
価
格
は

値
ご
ろ
感
が
あ
る
。
シ
ャ
ル
ド
ネ
は
１
７

０
０
円
だ
。
業
界
は
３
０
０
０
円
だ
」。

そ
し
て
「
値
ご
ろ
感
の
あ
る
ワ
イ
ン
を
出

す
た
め
、
企
業
努
力
が
必
要
」「
コ
ス
ト

が
高
い
と
い
う
ハ
ン
デ
ィ
を
乗
り
越
え
る

に
は
栽
培
、
営
業
、
ボ
ト
リ
ン
グ
、
全
て

の
工
程
で
、
ア
タ
マ
を
使
っ
て
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
が
必
要
」
と
い
う
。

日
本
で
は
、
高
い
ワ
イ
ン
を
造
る
の
が

良
い
ワ
イ
ナ
リ
ー
と
い
う
雰
囲
気
が
あ

る
。
ワ
イ
ナ
リ
ー
と
し
て
の
ス
テ
ー
タ
ス

が
高
い
と
い
う
評
価
で
あ
る
。
矢
ヶ
崎
社

長
は
そ
う
い
う
風
潮
に
対
し
て
、
批
判
的

で
あ
る
。「
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
か
ぶ
れ
。
日

本
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
欠
点
だ
」
と
明
言
す

る
。
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
応
え
よ
う
と
す
る

経
営
姿
勢
を
鮮
明
に
表
す
一
言
だ
。
筆
者

も
同
感
で
あ
る
。
規
模
の
利
益
を
活
か
し

て
誰
で
も
が
楽
し
め
る
価
格
の
ワ
イ
ン
を

出
す
こ
と
は
企
業
の
社
会
的
貢
献
で
あ
る

か
ら
だ
（
拙
稿
、
現
地
ル
ポ
「
北
海
道
ワ

イ
ン
論
」
本
誌
19
年
９
月
号
、「
オ
チ
ガ

ビ
ワ
イ
ナ
リ
ー
論
」
第
４
節
、
本
誌
20
年

３
月
号
参
照
）。

注
：�

試
算
す
る
と
、
メ
ル
ロ
ー
は
１​

ha
（
ブ
ド

ウ
８
ｔ
）
で
ワ
イ
ン
８
０
０
０
本
、
販
売

収
入
１
６
０
０
万
円
、
ブ
ラ
ッ
ク
ク
イ
ー

ン
は
１
ha
（
単
収
25
ｔ
）
で
２
万
５
０
０

０
本
、
販
売
収
入
３
７
５
０
万
円
で
あ
る
。

メ
ル
ロ
ー
で
３
７
０
０
万
円
稼
ぐ
に
は
単

価
を
４
６
０
０
円
以
上
に
設
定
し
な
い
と

な
ら
な
い
が
、
そ
ん
な
高
額
で
は
８
０
０

０
本
売
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
ブ
ラ
ッ
ク
ク

イ
ー
ン
に
比
べ
、
メ
ル
ロ
ー
は
ビ
ジ
ネ
ス

上
不
利
で
あ
る
。

最
新
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

工
場
も
、「
値
頃
感
の
あ
る
」
ワ
イ
ン

造
り
が
感
じ
ら
れ
る
。
昨
年
５
月
、
ボ
ト

リ
ン
グ
ラ
イ
ン
を
一
新
し
、
ボ
ト
リ
ン
グ

能
力
１
時
間
当
た
り
７
５
０
０
本
の
設
備

を
導
入
し
た
。
１
分
で
１
２
０
０
本
を
超

え
る
ス
ピ
ー
ド
だ
。
か
な
り
の
高
生
産
性

だ
。
従
来
の
設
備
で
は
６
０
０
０
本
だ
っ

た
の
で
、
１
２
５
％
能
力
ア
ッ
プ
だ
。
こ

れ
が
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
へ
の
回
答
だ
。
ス

パ
ー
ク
リ
ン
グ
ワ
イ
ン
の
ボ
ト
リ
ン
グ
も

１
時
間
３
５
０
０
本
の
高
速
で
あ
る
。

工
場
は
、
食
品
安
全
管
理
シ
ス
テ
ム
Ｆ

Ｓ
Ｓ
Ｃ
２
２
０
０
０
の
認
証
を
取
得
し

（
12
年
）、
検
査
や
品
質
管
理
も
し
っ
か
り

し
て
い
る
。
入
口
に
検
査
室
が
あ
る
。
ス

タ
ッ
フ
12
名
で
、
受
け
入
れ
た
ワ
イ
ン
原

料
の
分
析
を
し
て
い
る
。
ス
イ
ス
製
の
成

分
分
析
機
器
「
ワ
イ
ン
ス
キ
ャ
ン
」
は
１

分
間
で
26
項
目
の
検
査
結
果
を
出
す
。
従

来
は
個
別
に
行
な
っ
て
い
た
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
高
精
度
で
客
観
的
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法
”
が
可
能
な
地
の
ブ
ド
ウ
栽
培
者
と
契

約
を
結
び
、
輸
入
し
て
い
る
。
現
地
で
、

指
導
の
た
め
栽
培
ま
で
立
ち
会
っ
て
い
る

（
注
：
チ
リ
か
ら
の
輸
入
も
一
部
あ
る
）。

こ
れ
を
原
料
に
し
て
造
っ
た
国
産
カ
ジ
ュ

ア
ル
ワ
イ
ン
は「
あ
ず
さ
ワ
イ
ン
」シ
リ
ー

ズ
で
１
本
６
０
０
～
１
１
０
０
円
で
売
っ

て
い
る
。

面
白
い
こ
と
に
、
ア
ル
プ
ス
の
日
本
ワ

イ
ン
は
「M

usée de V
in

」
と
ラ
ベ
ル

は
外
国
語
で
あ
る
の
に
対
し
、
輸
入
原
料

の
「
あ
ず
さ
ワ
イ
ン
」
の
ラ
ベ
ル
は
日
本

語
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
製
品
説
明
を
詳
細

に
す
る
に
あ
た
り
、
輸
入
原
料
で
あ
る
が

故
に
、
消
費
者
が
分
か
り
易
い
日
本
語
に

し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
英
語
の
説
明
で

は
製
品
の
安
全
・
安
心
が
伝
わ
ら
な
い
。

も
ち
ろ
ん
、「
日
本
ワ
イ
ン
」
の
表
示
は

な
い
。

一
方
、
ア
ル
プ
ス
が
手
掛
け
る
輸
入
ボ

ト
ル
ワ
イ
ン
は
、
ス
ペ
イ
ン
と
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
か
ら
輸
入
し
て
い
る
。
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
か
ら
は
“
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
”、
ス

ペ
イ
ン
か
ら
は
“
ビ
オ
”
ワ
イ
ン
で
あ

る
。
日
本
は
雨
が
多
く
、
湿
度
も
高
い
た

め
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
の
原
料
が
作
れ
な
い

の
で
、
輸
入
依
存
だ
。
輸
入
ボ
ト
ル
ワ
イ

ン
は
ブ
ド
ウ
栽
培
だ
け
で
な
く
、
醸
造
ま

で
立
ち
会
う
。
酵
母
、
醸
造
温
度
ま
で
注

文
す
る
。
日
本
語
混
じ
り
の
ラ
ベ
ル
で
あ

る
が
、
現
地
で
瓶
詰
め
、
ラ
ベ
ル
も
貼
っ

て
、
輸
入
す
る
。

輸
入
ワ
イ
ン
は
「
ヴ
ァ
ン
ド
ゥ
ツ
ー
リ

ズ
ム
」
シ
リ
ー
ズ
で
、
１
本
９
０
０
～
１

１
０
０
円
で
販
売
し
て
い
る
。
す
べ
て
有

機
ワ
イ
ン
で
あ
る
。
３
年
前
か
ら
輸
入
ワ

イ
ン
を
手
掛
け
、
現
在
、
本
数
で
10
万
本
、

１
億
円
ビ
ジ
ネ
ス
に
育
っ
た
。

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
・
コ
ン
セ
ン
サ
ス

「
日
本
ワ
イ
ン
の
水
準
は
50
点
」

国
産
＝
善
、
輸
入
＝
悪
、
と
い
う
国
粋

表
１
に
示
し
た
よ
う
に
、
ア
ル
プ
ス
ワ

イ
ン
の
商
品
レ
ン
ジ
は
広
い
。
国
産
ブ
ド

ウ
１
０
０
％
の
日
本
ワ
イ
ン
だ
け
で
は
な

く
、
輸
入
濃
縮
果
汁
を
原
料
に
し
た
国
産

カ
ジ
ュ
ア
ル
ワ
イ
ン
、
さ
ら
に
海
外
ワ
イ

ナ
リ
ー
と
提
携
し
た
輸
入
ワ
イ
ン
も
揃
え

て
い
る
。
３
５
０
万
本
の
う
ち
、
２
２
０

万
本
は
輸
入
原
料
ワ
イ
ン
で
あ
る
。
こ
れ

も
、
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
よ
う
と
す

る
姿
勢
で
あ
る
。

日
本
の
ワ
イ
ン
市
場
の
実
態
は
、
輸
入

ワ
イ
ン
67
％
、国
内
製
造
ワ
イ
ン
33
％（
内

訳
：
輸
入
濃
縮
果
汁
ワ
イ
ン
27
％
、
日
本

ワ
イ
ン
６
％
）
で
あ
る
。
圧
倒
的
に
輸
入

ワ
イ
ン
が
多
い
。
国
内
で
製
造
し
て
い
る

ワ
イ
ン
も
、
輸
入
濃
縮
果
汁
に
依
存
す
る

ワ
イ
ン
が
８
割
、
純
国
産
の
日
本
ワ
イ
ン

は
２
割
に
過
ぎ
な
い
（
２
０
１
８
年
）。

こ
の
実
態
が
あ
る
以
上
、
矢
ヶ
崎
社
長

「
日
本
ワ
イ
ン
は
伸
び
て
い
る
が
原
料
不

足
。
ま
た
コ
ス
ト
も
高
す
ぎ
る
。
国
内
流

通
の
95
％
分
も
考
え
る
べ
き
だ
。５
％（
つ

ま
り
日
本
ワ
イ
ン
）
だ
け
問
題
に
す
る
の

は
お
か
し
い
」
と
い
う
言
い
分
が
よ
く
分

か
る
。

国
内
で
十
分
供
給
で
き
な
い
の
に
、「
輸

入
」
無
視
は
消
費
者
利
益
に
反
す
る
。
日

本
ワ
イ
ン
の
原
料
供
給
の
制
約
か
ら
、
輸

入
ワ
イ
ン
や
輸
入
濃
縮
果
汁
が
大
量
に
流

通
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
輸
入
を
問
題
に

し
な
い
ワ
イ
ン
市
場
論
は
、
消
費
者
に
顔

を
向
け
て
い
な
い
議
論
と
い
う
こ
と
で
あ

ろ
う
。

国
産
ブ
ド
ウ
１
０
０
％
の
日
本
ワ
イ
ン

だ
け
で
は
、
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
日
本
国
内

に
お
け
る
ブ
ド
ウ
供
給
の
制
約
、
コ
ス
ト

高
が
背
景
だ
。
仮
に
、輸
入
が
規
制
さ
れ
、

純
国
産
日
本
ワ
イ
ン
だ
け
し
か
流
通
で
き

な
い
と
な
れ
ば
、
日
本
ワ
イ
ン
の
価
格
は

高
騰
し
、
中
・
低
所
得
の
消
費
者
は
ワ
イ

ン
を
飲
む
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
で
あ
ろ

う
。
ア
ル
プ
ス
ワ
イ
ン
が
輸
入
原
料
ワ
イ

ン
を
手
掛
け
る
の
は
消
費
者
志
向
の
一
端

で
あ
る
。

輸
入
ワ
イ
ン
は
現
地
で

栽
培
か
ら
醸
造
ま
で
立
ち
会
う

輸
入
濃
縮
果
汁
は
、
米
国
ワ
シ
ン
ト

ン
州
の
、
降
水
量
が
少
な
く
“
有
機
農

4

消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
品
ぞ
ろ
え

―
―
輸
入
ワ
イ
ン
と
輸
入
果
汁
ワ
イ
ン

年度 国内製造 
ワイン

輸入
ワイン 合計

1980 33 11 44

1990 60 59 118

2000 105 161 266

2010 84 178 262

2015 110 260 370

2018 119 236 352

2018年国内製造ワインの内訳
　日本ワイン＝24千㎘（3,300万本）
　輸入果汁ワイン＝95千kl（1億3,200万本）

表３：日本のワイン消費量の推移
　　　（単位:千㎘）

出所：国税庁統計年報。
注１：�国内製造ワインと輸入ワインは課税数量を基

にメルシャン推計（キリンHPによる）。2018
年度は課税数量。

注２：�2018年の国内製造ワインの内訳は国税庁酒税
課『国内製造ワインの概況』における日本ワ
インの割合（20.2%）から推計。

注３：�本数は720㎖換算。ちなみに輸入ワインは3億
1,500万本（750㎖換算）である。

な
情
報
に
基
づ
い
て
判
断
で
き
る
の
で
、

安
心
・
安
全
を
含
め
て
高
い
品
質
管
理
を

目
指
せ
る
。

従
業
員
提
案
制
度
で
は
、
年
間
４
０
０

件
の
改
善
提
案
が
あ
る
（
各
課
で
月
７
件

以
上
）。
こ
の
改
善
活
動
が
ワ
イ
ン
の
品

質
・
安
全
と
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
貢
献
し
て

い
る
よ
う
だ
。
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日
本
ワ
イ
ン
の
成
長
率
は
必
ず
し
も
高

く
な
い
。
日
本
ワ
イ
ナ
リ
ー
協
会
の
推
計

に
よ
る
と
、
日
本
ワ
イ
ン
生
産
指
数
（
２

０
０
７
年
＝
１
０
０
）
は
11
年
１
２
０
か

ら
16
年
１
４
８
へ
伸
び
た
。
５
年
間
で

23
・
３
％
増
、
年
率
４
・
３
％
の
成
長
で

あ
る
。「
日
本
ワ
イ
ン
ブ
ー
ム
」
と
言
わ

れ
る
割
に
は
案
外
小
さ
な
成
長
率
で
あ
る

（
注
）。
た
だ
し
、
小
規
模
ワ
イ
ナ
リ
ー
の

新
規
参
入
が
多
い
の
で
、
上
位
14
社
以
外

で
伸
び
て
お
り
、
上
記
の
数
字
は
若
干
過

小
評
価
と
思
わ
れ
る
。

ア
ル
プ
ス
の
日
本
ワ
イ
ン
は
10
年
１
６

０
０
㎘
、
19
年
２
３
０
０
㎘
で
あ
る
。
９

年
間
で
44
％
増
加
、
年
率
４
・
１
％
の
成

長
で
あ
る
（
18
年
は
２
４
０
０
㎘
、
平
均

成
長
率
５
・
２
％
）。
業
界
全
体
の
成
長

と
大
差
な
い
。

こ
れ
ま
で
、
筆
者
は
同
社
の
消
費
者
志

向
、
生
産
性
向
上
努
力
を
強
調
し
て
き
た

が
、
そ
の
成
果
は
必
ず
し
も
業
績
に
表
れ

て
い
な
い
。
何
故
か
。

注
：�

日
本
ワ
イ
ナ
リ
ー
協
会
会
員
の
日
本
ワ
イ

ン
を
製
造
し
て
い
る
上
位
14
社
（
全
生
産

量
の
７
割
）
を
対
象
に
算
出
。
ワ
イ
ン
産

業
は
情
報
開
示
が
不
足
し
て
お
り
、
こ
れ

以
外
の
情
報
は
な
い
。

美
味
し
さ
と
価
格
の
乖
離
を
突
破
す
る

日
本
ワ
イ
ン
業
界
に
は
、
高
い
ワ
イ
ン

を
造
る
の
が
良
い
ワ
イ
ナ
リ
ー
と
評
価
さ

れ
る
風
潮
が
あ
る
。
そ
し
て
、「
製
品
差

別
化
」
が
す
ご
い
。
美
味
し
さ
と
価
格
の

乖
離
が
激
し
い
（
筆
者
は
こ
う
し
た
風
潮

を
日
本
ワ
イ
ン
産
業
の
病
理
現
象
と
捉
え

る
）。
ア
ル
プ
ス
の
「
手
頃
な
価
格
で
ワ

イ
ン
を
提
供
す
る
」と
い
う
企
業
努
力
は
、

こ
う
い
う
風
潮
の
下
で
は
な
か
な
か
効
果

を
発
揮
で
き
な
い
の
で
は
な
い
の
か
。

「
自
然
派
、小
規
模
」
を
“
製
品
差
別
化
”

に
使
う
ワ
イ
ナ
リ
ー
が
多
い
が
、
一
定
の

規
模
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
厳
格
な
品
質
管

理
が
で
き
る
。
ア
ル
プ
ス
ワ
イ
ン
の
製
品

差
別
化
は
こ
の
点
を
も
っ
と
強
調
し
た
ほ

う
が
い
い
の
で
は
な
い
か
。

大
規
模
で
あ
る
か
ら
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が

可
能
。
小
規
模
ワ
イ
ナ
リ
ー
は
コ
ス
ト
が

高
い
か
ら
、
高
い
価
格
の
ワ
イ
ン
し
か
造

れ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
価
格
と
美
味
し
さ

の
乖
離
が
大
き
い
。
小
規
模
＝
美
味
し
い

と
は
限
ら
な
い
。
ま
た
、
自
己
満
足
と
ご

く
一
部
の
消
費
者
を
満
足
さ
せ
る
だ
け
で

あ
っ
て
、
地
域
貢
献
も
小
さ
い
。

ア
ル
プ
ス
の
一
番
の
財
産
は
、
水
田
転

換
畑
に
ブ
ド
ウ
を
栽
培
す
る
技
術
だ
（
そ

う
い
う
発
想
が
財
産
）。
日
本
ワ
イ
ン
の

成
長
制
約
は
原
料
不
足
で
あ
る
が
、
ア
ル

プ
ス
は
遊
休
地
化
し
た
水
田
転
換
畑
を
ブ

ド
ウ
園
に
活
用
で
き
る
の
で
、
こ
の
制
約

は
比
較
的
小
さ
い
。
更
な
る
規
模
拡
大
も

で
き
る
。
一
番
の
活
路
は
こ
こ
に
あ
る
の

か
も
し
れ
な
い
。

矢
ヶ
崎
社
長
は
「
日
本
の
ワ
イ
ン
の
世

界
に
は
、
行
き
過
ぎ
た
ク
ラ
フ
ト
原
理
主

義
み
た
い
な
も
の
が
あ
る
」
と
語
る
。
こ

の
風
潮
を
ど
う
突
破
す
る
か
。
不
合
理
で

は
あ
る
が
、
手
ご
わ
い
相
手
で
あ
り
、
乗

り
越
え
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。し
か
し
、

「
大
規
模
」
で
あ
る
こ
と
の
有
利
性
を
活

か
し
消
費
者
を
味
方
に
す
る
こ
と
で
、
活

路
は
開
け
る
で
あ
ろ
う
。

5

ク
ラ
フ
ト
原
理
主
義
へ
の
疑
問

―
―
小
さ
い
こ
と
は
い
い
こ
と
か
？

主
義
的
な
国
産
主
義
の
風
潮
が
あ
る
。
し

か
し
、
輸
入
ワ
イ
ン
の
シ
ェ
ア
が
約
７

割
（
輸
入
濃
縮
果
汁
ワ
イ
ン
を
含
め
る
と

約
95
％
）
と
い
う
実
態
に
示
さ
れ
る
よ
う

に
、
消
費
者
に
支
持
さ
れ
て
お
り
、
輸
入

ワ
イ
ン
は
品
質
が
悪
い
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
。
実
際
、
ワ
イ
ン
は
ブ
ド
ウ
で
決
ま

る
と
言
わ
れ
る
が
、
海
外
の
ワ
イ
ン
先
進

地
で
は
日
本
よ
り
い
い
ブ
ド
ウ
が
で
き
て

い
る
。

「
日
本
ワ
イ
ン
の
点
数
は
何
点
で
す
か
」

と
聞
い
て
み
た
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学

デ
ー
ビ
ス
校
出
身
の
米
国
人
専
門
家
は

「
50
点
未
満
」
と
答
え
た
。
日
本
に
お
け

る
ワ
イ
ン
学
の
最
高
学
府
の
大
学
教
授
も

「
50
点
」
と
答
え
た
。
デ
ー
ビ
ス
校
と
学

術
連
携
の
あ
る
大
学
人
で
あ
る
。
日
本
の

ワ
イ
ン
用
ブ
ド
ウ
栽
培
は
適
地
適
品
種
に

な
っ
て
い
な
い
と
言
う
。「
50
」
で
共
通

し
て
い
る
。
ど
う
や
ら
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
大
学
関
係
者
の
間
で
は「
50
点
」が
コ
ン

セ
ン
サ
ス
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

矢
ヶ
崎
社
長
に
も
同
じ
質
問
を
し
た
。

「
30
点
」
と
辛
口
の
評
価
で
あ
る
。
ブ
ド

ウ
の
品
質
が
高
く
な
い
ら
し
い
。
醸
造
は

70
点
と
い
う
。
メ
ル
シ
ャ
ン
は
じ
め
大
手

の
技
術
は
高
い
と
言
う
。
日
本
の
ワ
イ
ン

の
水
準
が
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
以

上
、
輸
入
ワ
イ
ン
が
増
え
る
の
は
や
む
を

得
な
い
。
日
本
ワ
イ
ン
は
ブ
ド
ウ
品
質
向

上
へ
の
一
段
の
取
り
組
み
が
期
待
さ
れ
る
。

ア
ル
プ
ス
の
製
品
構
成
は
、
輸
入
原
料

ワ
イ
ン
が
多
い
が
、
今
後
、
商
品
構
成
は

変
化
し
そ
う
だ
。
傾
向
と
し
て
は
、
輸
入

原
料
ワ
イ
ン
が
減
少
、
日
本
ワ
イ
ン
が
増

加
の
方
向
に
あ
る
。
矢
ヶ
崎
社
長
「
輸
入

原
料
使
用
ワ
イ
ン
は
競
争
激
化
の
た
め
、

苦
戦
し
て
い
る
。
そ
の
分
を
、
自
社
農
園

拡
大
に
よ
り
原
料
を
確
保
し
日
本
ワ
イ
ン

を
拡
販
、
プ
ラ
ス
、
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
系

ワ
イ
ン
と
輸
入
ボ
ト
ル
ワ
イ
ン
部
門
を
強

化
し
て
い
く
」。
輸
入
ワ
イ
ン
に
関
し
て

は
、
製
品
差
別
化
の
た
め
、「
ス
ト
ー
リ
ー

づ
く
り
」
も
課
題
の
よ
う
だ
。

国
産
ブ
ド
ウ
の
供
給
を
増
や
す
べ
く
、

自
社
畑
を
拡
張
す
る
計
画
で
あ
る
。現
在
、

自
社
畑
の
圃
場
は
47​

ha
で
あ
る
が
、
１
０

０
ha
ま
で
拡
張
す
る
計
画
で
あ
る
。
農
家

の
後
継
者
不
足
に
伴
い
、
耕
作
放
棄
地
の

増
大
が
あ
る
の
で
、
圃
場
候
補
地
は
幾
ら

で
も
あ
る
よ
う
だ
。
１
ha
以
上
ま
と
ま
っ

て
い
る
土
地
を
探
し
て
い
る
。


